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Ⅰ 算数科研究の方向性                  

１ 主題設定の理由  

全体研究主題では，「探究する子供を育てる教育活動の創造」をテーマとしています。これを踏
まえて，算数科における探究する児童の姿を「問いをもちながら絶えず思考するとともに，身に
付けた資質・能力を新たな学習や日常生活に生かす姿」と押さえました。 
算数科では，近年の全国学力・学習状況調査等の結果から，基礎的・基本的な知識・技能の定

着に一定の成果が見られるものの，依然として計算の意味理解や知識及び技能を生活や学習に活
用する力について課題が見られます。 
 これまでの本校の研究では，育成すべき資質・能力を明確にした単元構成や児童が学びを深め
るための指導過程等を大切にしてきました。その結果，知識・技能や思考力等の「見える学力」
については,一定程度身に付けることができました。しかし，算数の授業で学習したことを，普段
の生活に活用しようとする児童が少ないという課題が残りました。 
 以上のことから，算数科における全国的な課題と本校算数科における課題を考慮し，算数の学
習において，一つの問題解決の過程の中で収まることなく，新たな学習や日常生活へと広げてい
くことが必要であると考えました。 
そこで，研究主題を「問いをもちながら数学的活

動を遂行することを通して，問題解決能力を高め
る算数科の学習」と設定しました。「問いをもちな
がら」とは，学習過程の様々な局面で，新しい視点
の問いをもちながら思考し続けることです。「数学
的活動を遂行する」とは，児童が数学的な見方・考
え方を働かせながら，「①『日常の事象』及び『数
学の事象』から問題を見いだす②問題を解決する
③結果を振り返る」の三つの過程に，主体的に取り組むことです。「問題解決能力」とは，自ら問
題を発見し，自分なりに考えたり工夫したり判断したりしながら，絶えず問題解決の過程を繰り
返していく力のことです。問題解決の過程を繰り返すには,ただ単に与えられた問題を解決して
終わりとするのではなく,日常の事象や数学の事象から問題を見いだしたり,問題解決を図り,結
果が出た後に振り返って日常の文脈に戻したり,統合的・発展的に考察し,新たな問題を見いだし
たりする過程が大切です。この過程を児童に経験させる中で,問題解決能力を高めていくことを
目指しました。 

 

２ 目指す児童の姿とその具体 

 

 

 

  
「主体的に事象に働き掛け,問題を見いだす」とは，既有経験や既習を想起しながら日

常生活や数学の事象に働き掛け，何が問題になっているのかを考え,自分事として捉える
ことです。「数学的に問いながら考え続ける」とは，問題を解決するだけでなく, 数学的
な見方・考え方を働かせながら問題解決の過程を振り返る中で，連続的に問いを見いだし
て学びを進めていくことです。「学習したことを新たな学習や日常生活に生かそうとする」
とは，学習したことを統合的・発展的に考察して理解を深めたり，日常生活における事象
の考察に算数を活用したりすることです。 

○主体的に事象に働き掛け,問題を見いだす児童 

○数学的に問いながら考え続ける児童 

○学習したことを新たな学習や日常生活に生かそうとする児童 
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Ⅱ 研究内容の具体                     

１ 問題解決能力を高める学習デザイン  
 問題解決能力を高めるには，数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して問題解決に
取り組む経験を繰り返していくことが大切であり,その経験がその後の学習につながっていきま
す。そこで，学年間や単元間における数学的な見方・考え方の系統性を明確にする必要があると
考えました。さらに，単元計画や授業展開を考える際には，中央教育審議会答申で示された「算
数・数学の学習過程のイメージ」のどの過程を通って，どのような「問い」をもちながら主体的
に学びを進めていくのかを明確にすることで，数学的活動の充実を図りました。 
 
 
 

 
２ 問いをもって思考し続ける姿を引き出す指導の工夫 

 数学的活動では，数学的な問題発見や問題解決の過程が重視されています。「教師から一方的に
与えられた問題を解決するのではなく，様々な事象に働き掛ける中で，問題を見いだし，数学化
していくこと」,「問題解決の過程において，一つの問題を解決して終わりではなく，結果や過程
を振り返って，日常の事象において活用したり，統合的・発展的に考察して新たな学習に生かし
たりしていくこと」が大切です。このような学びの姿を引き出すには，問題解決の過程の中で，
連続的に「問い」をもたせる必要があります。そこで，児童が「問い」を見いだすための指導の
工夫について研究を進めました。      

 

 

 

 

 

 

３ 自己の学びを自覚し,新たな学習や日常生活に生かす力を育む評価の工夫 
児童自身が，自らの学習状況を把握し，その後の学びや生活に生かしていくための教師による

適切な評価と，児童自身が自らの思考の過程を評価し，次の学びにつなぐことができるようにす
ることをねらいとした自己評価の工夫について研究を進めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
＜２年次研究の重点＞ 
・児童の「問い」を軸とした連続的な学びを実現する単元構成 
・評価規準を基にした児童の具体的な姿の明確化 
 

○数学的な見方・考え方の系統性 
○児童の「問い」を軸とした連続的な学びを実現する単元構成 
 

○児童が問いを見いだす問題の工夫 
 
 
 
○児童が問いを見いだすための発問 

○評価規準を基にした児童の具体的な姿の明確化 
「指導に生かすための評価」と「記録に残す評価」に区別し，以下のように進めました。 

指導に生かすための評価 

児童の学習状況を把握し，その後の指導に生かすための評価であるとい

う側面から，評価規準に達しているかどうかの二件法で評価し，その後の

指導に生かしていきます。 

記録に残す評価 

※児童の具体的な姿を 

明確にする。 

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観

点の評価規準を基にして，児童の具体的な姿（「おおむね満足できる」状況，

「十分満足できる」状況）を明確にし，より妥当性のある評価をしていき

ます。その際，複数の観点を一体的に見取る場面もあります。 

 
○自らの学びを自覚する自己評価  
自己評価は，自らの学びの変容を自覚するために， 

単元の始めや単元の終わりで行ったり，児童の問い 
で授業と授業をつなぐために小単元の中で行ったり 
するなど，学習単元の特質に応じて意図的，計画的 
に設定しました。また，児童の自己評価から，学習 
状況の実態を見取り，フィードバックで価値付けた 
り，見方・考え方に関する記述が見られた際には， 
学級全体へと還元したりしていきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●数学的な表現を隠した問題  ●数値や場面を隠す  ●□を使って考察の対象を広げる  
●オープンエンド ●間違いを提示する ●比較の場面にする ●条件不足，条件過多など 
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Ⅲ 研究実践                         

 

 

 

 

１ 研究授業のねらい 
本単元では，順列や組み合わせについて，起こり得る場合を落ちや重なりがないように調べる

方法を理解し，事象の特徴に着目し，落ちや重なりがないように順序よく筋道立てて考えるとと
もに，多面的に検討した過程を振り返り，学習したことを生活や今後の学習に活用しようとする
態度を養うことをねらいとしました。 

本時では，「①記号化する，②１つを固定する，③図や表に整理する」の考えを引き出すことので
きる数学的活動を設定しました。また，問題の数値や条件を変えて，結果や方法を活用する場を設定
し，発展的に考察することで意味理解を深める児童の姿を目指しました。 

 

２ 単元の指導計画（８時間扱い） 

時 学習活動の概要 過程 
評価規準・評価方法 

知・技 思・判・表 主体的 

① 

  

 

 

A1→B→

C→D2 

 

・知① 

【観察・ノ
ート】 

・思① 

【観察・ノ
ート】 

 

② 

 

 

 

 

D2→A2

→B→C

→D1 

・知② 

【観察・ノ
ート】 

 ・態① 

【観察・ノ
ート】 

③ 

 

 

 

 

A1→B→

C→D1 

・知② 

【観察・ノ
ート】 

  

④
（
本
時
） 

 

 

 

 

 

A1→B→

C→D2 

 ○思① 

【観察・ノ
ート】 

○態① 

【観察・ノ
ート】 

⑤ 

 

 

 

 

 

D2 → A1

→ B → C

→D2 

 

⑥ 

 

 

 

D2→A2 

→B→C 

・知② 

【観察・ノ
ート】 

  

⑦ 

 

 

 

A1→B→

C 

 ○思① 

【観察・ノ
ート】 

○態② 

【観察・ノ
ート】 

⑧ 

○学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。  ○知①② 

【観察・ノ
ート】 

  

６年生実践 『並べ方と組み合わせ』  
 

実践のテーマ：自分たちの「問い」を解決しようと探究することを通して 

自らの考えを広げたり深めたりする学習 

並び方について，落ちや重なりのないように調べる方法を考

え，図や表などを用いて調べることができる。 

４人でリレーをします。走る順番を考えましょう。 

並び方について，落ちや重なりのないように調べる方法につい

て理解を深める。 

走る人がもし，５人だったらどうなりますか。 

 

全体のうち一部を取り出した場合のものの並べ方について，起

こり得る場合を順序よく整理して調べることができる。 

班長と副班長を決めます。班長と副班長の決め方をすべて書きましょう。 

組み合わせについて，補集合に着目して調べる場合を理解する。 

注文の仕方を考えましょう。 

日常生活の場面で，条件に合うものの選び方を筋道を立てて考え

ることができる。 

５種類のアイスクリームの中から４種類を選ぶときの組み合わせを考えましょう。 

組み合わせについて，起こり得る場合を順序よく整理し，落ち

や重なりがないように調べる方法を考えることができる。 

□チームでバスケットボールの試合をします。どのチームとも

１回ずつ試合をすると，全部で何試合になりますか。 

組み合わせについて，落ちや重なりのないように調べる方法に

ついての理解を深める。 

（前時の発展問題）５チームでバスケットボールの試合をすると

したら，全部で何試合になりますか。 

自己評価 

自己評価 

自己評価 

自己評価 
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○図 
 

３ 本時の学習 

(1) 本時の目標 
○事象の特徴に着目し，試合の組み合わせについて，図や表などを適切に用いることで，落ち

や重なりのないように順序よく筋道立てて考えることができる。【思考・判断・表現】 

○組み合わせについて，落ちや重なりのないように図や表などを用いて調べる方法を多面的に

捉え検討しようとしている。           【主体的に学習に取り組む態度】 

 

(2) 本時の展開（８時間扱いの４時間目） 

学習内容と主な学習活動 研究との関わり・留意点 

１ 問題提示 

 

２ 問題に働き掛ける 

「１チームは試合ができない」 

「２チームだったら，１試合だけだ。」 

「３チームだったら･･･。」「４チームだったら･･･。」 

 

 
 

３ 個人思考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
４ 集団解決 
・それぞれの考えの意味やよさを考える。  

・簡潔性，正確性，能率性，一般性などを視点に検
討する。 

 

５ まとめ 
 

 

６ 振り返り 

・他の場面について考える。 

・自らの学びを自己評価する。（ノートに記述） 

◇ 児 童 が 問 い を 見 い だ す 教 師 の 手 立 て                 

研究視点２－１  
 

 

 

・何チームで考えていくか，児童からいくつか問いを

引き出す。 

 

・まずは，４チームの場合で考えていく。 

・児童から出た他の問いについては，解決後に考えて

いくことを確認する。 

 

 

◇ 評価規準を基にした児童の具体的な姿の明確化               

研究視点３－１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人思考や集団解決場面の中で，重なりをど

のように処理するかについての課題意識が生

まれたら，焦点化する。 

 

 

◇児童の問いを引き出す教師の働き掛け                 

研究視点２－２ 

・考えを取り上げる際には，途中まで黒板にか

かせて，続きを考えさせるなどの工夫をする。 

 

 

 

・時間があれば，導入場面で出た問いについて

考える。 

・残りの時間を見て，他の場面について考える

か，自己評価をさせるかを判断する。 

 

 

樹形図や表を用いて順序よく書き出すと，重なりなく調べることができる。 

【思考力，判断力，表現力等】 

ものの組み合わせ方について，落ちや重なりが
ないように図や表を適切に用いて，順序よく筋道
を立てて考えている。 

【観察・ノート】 

【主体的に学習に取り組む態度】 

ものの組み合わせ方について，落ちや重なりが
ないように工夫して順序よく調べようとしてい
る。【観察・ノート】 

 

□チームでバスケットボールの試合をします。どのチー
ムとも１回ずつ対戦するとき，全部で何試合あるでしょう
か。 

 

重なりがないように，４チームの試合の組み合わせを考えよう。 

○順番に考える 
Aの試合 A-B A-C A-D 
Bの試合 B-A B-C B-D 
･･･ 

○樹形図 

○表 
 

◇授業の見所・本時で願っている児童の姿 

 自分たちで出した「問い」を解決すべく，探究しようとする姿。 
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４ 授業の実際 

問題解決能力を高めるには，児童が問い

をもって主体的に学びを進めていくことが

大切だと考えました。そこで，児童の「問

い」を軸とした連続的な学びを実現する単

元構成について研究を進めました。 

 単元を構成する際には，右図のような児

童にもたせたい問いを想定し，それらの問

いが表出する場として，意図的に自己評価

の場面を位置付けました。そうすることで，

１単位時間の授業を断片的なものではな

く，児童の問いによって連続性をもたせな

がら展開することができました。また，問

題の結果を得て終わりとするのではなく，次々と問いを見いだして主体的に学びを進めていく児

童の姿を引き出すことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童自身が自らの学習状況を把握し，その後の学びや生活に生かしていくためには，教師によ

る適切な評価が大切であると考えました。そこで，児童の学習状況の評価方法について研究を進

めました。 

本時は，記録に残す評価の時間

として，「思考・判断・表現」と

「主体的に学習に取り組む態度」

の２観点を設定しました。児童の

学びの姿を明確にすることで，学

習状況を適切に評価することが

できると考え，右図のように児童

の姿を具体化しました。 

評価規準を基にした児童の具体的な姿の明確化 

児童の「問い」を軸とした連続的な学びを実現する単元構成 

【 】 

第１時では，４人でリレーをする際の走る順番を考え，終末場面には自己評価の時間を設定しま

した。その中で表出した児童の問いを，第２時の問題設定へとつなげました。 

【 】 【第２時の板書】 

児童の
問いで
つなぐ 

第４時（本時）では，まず４チームで試合をする場合の組み合わせを考え，終末場面には自己評価

の時間を設定しました。その中で表出した児童の問いを，第５時の問題設定へとつなげました。 

【第４時の児童の振り返り】 
【第５時の板書】 

児童の
問いで
つなぐ 
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Ａ児は，４チームで試合を行う場合の

組み合わせについて，表や樹形図など，

複数の方法を用いて，それらを関連付け

ながら考えている学習状況が見られた

ので，「十分満足できる」状況（Ａ）と

評価しました。 

Ｂ児は，４チームで試合を

行う場合の組み合わせについ

て，一通りの方法（樹形図）

のみで考えている学習状況が

見られたので，「おおむね満

足できる」状況（Ｂ）と評価

しました。 

しかし，第４時の中で，友

達と交流することを通して考

えを広げ深めたことで，第５

時では，５チームで試合を行

う場合の組み合わせにつ

いて，多様な方法を関連付

けながら考え，解決している学習状況が見られたので，「十分満足できる」状況（Ａ）へと評価

を修正しました。児童の姿を具体化したことによって学習状況を的確に捉え，適切な評価へとつ

なげることができました。 

Ⅳ ２年次研究の成果と課題                     

２年次研究では，「児童の『問い』を軸とした連続的な学びを実現する単元構成」と，「評価規

準を基にした児童の具体的な姿の明確化」を重点として研究を進めました。 

 

１ 研究の成果 
○児童の「問い」を軸に単元を構成・展開することで，数学的に問いながら考え続ける姿を

引き出すことができ，問題解決能力を高めることにつながりました。 

〇１単位時間の授業を，自己評価などから表出した児童の「問い」でつなぐことにより，主

体的に学ぶ姿を引き出すことができました。 

○記録に残す評価場面における児童の具体的な姿を明確にすることで，児童への学習状況

のフィードバックを充実させたり，適切な学習評価を行ったりすることができました。 

 

２ 今後の課題 

〇児童が問いをもちながら数学的活動を遂行していくために，教科書をベースにしてどの 

ように授業を構成・展開していけばよいのかを明確にする必要があります。 

○学習指導要領に基づいて，評価規準を適切に設定し，より信頼性や妥当性のある学習評

価を進めていく必要があります。 
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